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周辺の木々の葉が色づいて、秋の深まりを感じるようになりました。

今年の運動会は、子どもたち一人一人の成長した姿が見られ、心に残る素晴らし

いものとなりました。子どもたちへのたくさんのご声援ありがと

うございました。

いよいよ１１月となり、これから冬に近づくにつれ、様々な感

染症が流行し始める時期となります。早期発見・早期対応をして、

ひどくならないように気をつけたいものです。園でも、子ども一

人一人の様子に気をつけながら、元気に過ごせるように配慮をし

ていきたいと思います。ご家庭では「早寝、早起き、朝ご飯」の

ご協力をよろしくお願い致します。

来年度の園児募集を開始しました！

先日、体験入園会並びに入園説明会を行いました。１１月１日より、平成３１年

度の新入園児（１号認定児・２号認定児・３号認定児）の募集を開始いたしました。

入園手続きについて、ご不明な点がありましたら、ひしのみこども園へご連絡・ご

相談ください。なお、来年度の新入園児数の結果で、学級数を確定いたしますので、

なるべく早めに申し込みの手続きをしていただくと大変助かります。

保護者の皆様のご近所やお知り合いに入園をお考えの方がおられたら、ひしのみ

こども園のことを是非ご紹介いただければと思います。フリー参観はもちろんいつ

でも園の見学にお出でいただくようご案内いただければ有り難く思います。

「道徳性・規範意識の芽生え」の幼児期の終わりまでに育てほしい姿とは！

「友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を

振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するように

なる。また、決まりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合

いを付けながら、決まりをつくったり、守ったりするようになる。」姿です。

(例)
・相手も自分も気持ちよく過ごすために、してよいことと悪いこととの区別などを

考えて行動するようになる。

・友達などの気持ちに共感したり、相手の立場から自分の行動を

振り返ったりして、思いやりを持って関わり相手の気持ちを大

切に考えながら行動するようになる。

・学級の皆と心地よく過ごしたり、より遊びを楽しくしたりするために決まりがあ

ることが分かり、守ったり、必要に応じて作り替えたりして守るようになる。

・皆で使う物が分かり愛着を持ち、大事に扱うようになる。

・自分の気持ちを調整しながら、友達と折り合いを付けたり、取りなしたり取り持

ったりして周囲との関わりを深め、決まりを守るようになる。

道徳性や規範意識が芽生えるためには、「ありがとう」「よくできたね」「嬉しいよ」

など、子どもの良い行動を肯定し、子ども自身が自分の行動に対して肯定感が持て

るような経験を積み重ねていきましょう。


